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’
｜ オ72号市の人口の動き(2.1.）

世帯数 7．375

人口総数34．460

男 17．389

女 17．071

出生死亡転入転出
29 5 88 91

28 ］2 58 78

． 57 ］7 146 169

計女男
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総 務 課

藤枝印刷所’
額
に
二
○
％
の
税
率
を
か
け
た

所
得
割
と
、
二
百
円
の
均
等
割

と
の
合
計
額
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
所
得
税

を
基
礎
に
市
民
税
を
決
め
て
い

た
の
で
は
所
得
税
が
、
減
税
さ

れ
る
た
び
に
、
自
動
的
に
市
民

税
の
減
収
と
な
り
ま
す
の
で
こ

の
よ
う
な
所
得
税
の
影
響
を
遮

一

市
民
税
が
な
ぜ
改

正
さ
れ
た
で
し
ょ

う
か

今
ま
で
の
市
民
税
の
所
得
割

は
、
所
得
税
額
（
国
税
）
を
課

税
標
準
と
す
る
（
矛
一
方
式
）

方
法
と
総
所
得
全
額
か
ら
各
種

の
控
除
を
し
た
全
額
を
課
税
標

準
と
す
る
方
法
等
、
五
つ
の
課

税
方
式
が
あ
り
、
各
市
町
村
そ

れ
ぞ
れ
の
財
政
事
情
に
よ
っ
て

そ
の
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
所
得

割
額
を
算
出
し
た
の
で
す
。

今
年
度
ま
で
本
市
の
市
民
税

は
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
税

市
の
財
政
を
ま
か
な
う
市
税
の
う
ち
、
私
た
ち
市
民
に
、
も
つ

と
も
関
係
の
深
い
市
民
税
が
地
方
税
法
の
改
正
で
そ
の
課
税
方

法
が
昭
和
三
十
七
年
度
か
ら
大
巾
に
変
り
ま
す
。
内
容
手
続
等

で
ご
理
解
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で

こ
こ
に
改
正
の
要
点
を
説
明
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

断
し
て
地
方
自
治
体
の
財
政
に

安
定
性
を
あ
た
え
、
し
か
も
住

民
負
担
と
地
方
団
体
の
税
収
に

激
変
を
生
じ
な
い
よ
う
留
意
し

て
地
方
税
制
の
自
立
性
を
確
立

す
る
た
め
地
方
税
法
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

「
本
文
方
式
」
を
採
用

所
得
割
の
課
税
方
法
が
二
通

り
と
な
り
総
所
得
金
額
か
ら
諸

控
除
を
し
た
残
り
の
金
額
に
税

率
を
か
け
る
方
法
「
本
文
方
式

と
称
す
」
と
、
総
所
得
金
額
か

ら
基
礎
控
除
の
象
を
差
引
い
た

残
り
の
金
額
に
税
率
を
か
け
る

方
法
「
た
だ
し
書
き
方
式
と
称

す
」
こ
の
種
類
の
方
式
の
ど
ち

ら
を
採
用
し
て
も
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
こ
の
二
種

類
を
比
べ
て
み
ま
す
と
「
本
文

方
式
」
の
方
が
安
く
な
り
ま
す

わ
が
市
で
は
十
二
月
の
市
議
会

Ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ

に
お
い
て
安
い
方
の
方
式
「
本

文
方
式
」
を
採
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

◎
市
民
税
を
納
め
て
い
た

ｌ
だ
く
方
は

１
、
一
月
一
日
現
在
市
内
に
住

ん
で
い
る
人

２
、
市
内
に
家
、
屋
敷
の
あ
る

人
◎
市
民
税
を
納
め
な
く
て

も
よ
い
方

１
、
一
月
一
日
現
在
市
内
に
住

ん
で
い
て
も
前
年
中
に
所

得
の
全
然
な
か
っ
た
人

２
、
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る

人

３
、
身
体
障
害
者
、
未
成
年
者

老
年
者
（
満
六
五
才
以
上
）

寡
婦
で
扶
養
親
族
の
あ
る

人
、
た
だ
し
こ
れ
ら
の
方

食
の
前
年
中
の
所
得
が
十

五
万
円
以
下
の
人

市
民
税
の
算
定
の
し
か
た
に

つ
い
て
は
別
表
を
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
こ
れ
か
ら
そ
の
中
に

出
て
く
る
用
意
の
意
味
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

所
得
金
額
（
イ
）

空
ず
課
税
さ
れ
る
所
得
の
種

類
は
、
配
当
、
不
動
産
、
事
業

給
与
、
退
塩
、
山
林
、
譲
渡
、

一
時
雑
所
得
の
九
種
類
あ
り
ま

す
。

℃
い
、
℃

給
与
所
得
の
場
合
は
前
年
中

の
収
入
額
か
ら
給
与
所
得
控
除

額
を
差
引
い
た
残
り
の
金
額
を

い
い
ま
す
。

、
、
、
℃

事
業
所
得
の
場
合
は
前
年
中

の
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を

差
し
引
い
た
残
り
の
金
額
を
い

い
ま
す
。
、
℃
、
、
、
唖
、
、

譲
渡
所
得
や
一
時
所
得
の
場

合
は
、
前
年
中
の
収
入
金
額
か

ら
必
要
経
費
を
い
い
ま
す
。

譲
波
所
得
や
一
時
所
得
の
場

合
は
、
前
年
中
の
収
入
金
額
か

ら
必
要
経
費
プ
ラ
ス
十
五
万
円

を
差
し
引
い
た
残
り
の
金
額
の

二
分
の
一
の
金
額
を
い
い
ま
す

、
、
、
、

退
転
所
得
の
場
合
は
退
転
金

か
ら
特
別
控
除
を
差
し
引
い
た

残
り
の
金
額
の
二
分
の
一
を
い

い
ま
す
が
、
退
転
所
得
に
つ
い

て
は
他
の
所
得
と
は
分
離
し
て

計
算
さ
れ
ま
す
。

、
、
、
ｂ

山
林
所
得
の
場
合
は
収
入
金

額
か
ら
必
要
経
費
プ
ー
プ
ス
十
五

万
円
を
差
し
引
い
た
残
り
の
金

額
を
い
い
ま
す
が
、
山
林
所
得

も
退
転
所
得
と
同
様
分
離
し
て

計
算
さ
れ
ま
す
。

右
以
外
の
所
得
に
つ
い
て
は

省
略
し
ま
す
。

所
得
控
除
（
ロ
）

所
得
控
除
と
い
う
の
は
、
前

述
の
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く

金
額
の
こ
と
で
す
。
従
っ
て
こ

の
所
得
控
除
の
金
額
が
多
け
れ

ば
多
い
ほ
ど
課
税
の
対
象
に
な

る
所
得
額
が
減
る
こ
と
に
な
り

（
以
下
二
面
へ
続
く
）
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ま
す
か
ら
そ
れ
だ
け
税
額
が
安

く
な
る
わ
け
で
す
。

所
得
控
除
に
は
次
の
六
粒
類

が
あ
り
ま
す
。

①
雑
損
控
除

前
年
中
に
災
害
や
盗
難
に
よ

っ
て
資
産
に
損
害
を
受
け
た
と

き
、
控
除
さ
れ
る
金
額
は
左
の

通
り
で
す
。

損
失
額
が
総
所
得
金
額
の

１
ｍ
よ
り
多
い
場
合
に
そ
の

多
い
部
分
の
金
額

②
医
療
費
控
除

前
年
中
に
医
療
費
と
し
て
負

担
し
た
金
額
で
す
が
、
控
除
さ

れ
る
金
額
は
左
の
通
り
で
す
。

医
療
費
負
担
が
総
所
得
金
額
の

５
ｍ
よ
り
多
い
場
合
そ
の
多

い
部
分
の
金
額
（
た
だ
し
十
五

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
）

税 率 表

謹額 税

金額 2％

例区分課税標準額

課税所得金碩が

56万円の人の税

率表の適用のし

かた。

2

10万×mU=2千円
3

1()万×両『＝3千円

3，万×TiU=1"2千門
月

6万×両U=3千円

10万円以下の金額

,0万円をこえ2砺円以下 3

20 〃 50 ４
５
６
７
８

50 〃100

③
社
会
保
険
料
控
除
前
年

中
に
支
払
っ
た
健
康
保
険
の
保

険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、
失

業
保
険
の
保
険
料
等
の
こ
と
で

す
が
支
払
っ
た
金
額
の
全
額
が

控
除
さ
れ
ま
す
。

③
生
命
保
険
料
控
除

前
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

険
料
の
う
ち
一
万
五
千
円
ま
で

は
金
額
一
万
五
千
円
を
こ
え
る

金
額
の
二
分
の
一
の
額
と
一
万

五
千
円
の
合
計
額
（
た
だ
し
二

万
二
千
五
百
円
を
限
度
と
し
ま

す
。
⑤
扶
養
控
除

扶
養
親
族
の
う
ち
一
人
に
つ

い
て
は
七
万
円
（
配
偶
者
の
前

年
の
所
得
が
五
万
円
を
こ
え
る

と
き
は
五
万
円
（
二
人
目
か
ら

は
一
人
に
つ
き
三
万
門
。

〃150柳
一
ｍ ０

０
５
０
２
４

〃

250 〃

400 〃6Il0 ９

課税額計2万門

(超過累進税率）以下省略

⑥
基
礎
控
除

一
律
に
九
万
円
を
控
除
し
ま

す
。

課
税
所
得
金
額
（
ｃ

前
述
の
所
得
金
額
（
イ
）
か

ら
所
得
金
額
と
い
い
ま
す
。

税
率
（
二
）
（
超
過
累

進
税
率
）

前
述
の
課
税
所
得
金
額
（
○

に
別
表
の
税
率
表
を
適
川
し
て

計
猟
し
た
金
額
が
算
出
税
額

（
ホ
）
と
な
り
ま
す
。

な
お
山
林
所
得
に
つ
い
て
は

五
分
五
乗
方
式
と
い
っ
て
、
課

税
山
林
所
得
の
五
分
の
一
の
金

額
に
税
率
を
適
用
し
て
計
算
し

た
額
を
五
倍
し
て
得
た
額
を
山

林
所
得
に
対
す
る
税
額
と
し
ま

す
。

税
額
控
除
〔
ｃ

税
額
控
除
と
い
う
の
は
前
述

の
順
序
で
算
出
さ
れ
た
税
額
か

ら
差
引
く
金
額
を
い
い
、
次
の

五
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
障
害
者
控
除

心
身
喪
失
の
常
況
に
あ
る
人

お
よ
び
失
明
そ
の
他
身
体
に
障

害
の
あ
る
人
に
つ
い
て
一
人
に

つ
き
千
円
、
こ
の
障
害
者
控
除

は
、
本
人
お
よ
び
扶
養
親
族
に

つ
い
て
適
用
し
ま
す
。

②
老
年
者
控
除

一
月
一
日
現
在
で
六
十
五
才

以
上
の
納
税
義
務
者
に
つ
い
て

千
円
。③
寡
婦
控
除

‐
女
子
で
離
婚
し
た
人
、
夫
と

死
別
し
た
人
で
そ
の
後
結
婚
し

て
い
な
い
人
、
夫
の
生
死
が
不

明
の
人
、
こ
れ
ら
の
人
が
扶
養

親
族
が
あ
り
前
記
心
老
年
者
で

な
い
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
千

円
。

側
勤
労
学
生
控
除

大
学
、
高
校
、
中
学
校
等
の

学
生
、
生
徒
で
自
己
の
勤
労
に

韮
づ
い
て
得
た
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
九
万
門
以
下
で
あ
り

合
計
所
得
金
額
が
二
十
万
以
下

で
あ
る
納
税
義
務
者
に
つ
い
て

千
円
。⑤
配
当
控
除

配
当
所
得
の
百
分
の
四
の
額

が
控
除
さ
れ
ま
す
。

申
告
書
を
出
さ
な
い
と

納
税
者
は
不
利
／

蝦
蝿
三
月
二
十
日
ま
で

今
年
か
ら
毎
年
三
月
二
十
日
う
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

ま
で
に
市
県
民
税
の
申
告
を
し
別
に
申
告
を
し
て
い
た
だ
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
ま
す
。

た
。
②
前
年
中
の
所
得
か
九
万
円

◎
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
以
下
の
入

ら
な
い
人
◎
申
告
を
し
な
か
っ
た
と
き
は

そ
の
年
の
一
月
一
日
現
在
市
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

内
に
住
所
が
あ
る
人
。
人
が
期
限
ま
で
に
申
告
書
を
提

◎
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
出
し
な
か
っ
た
人
は
、
基
礎
控

人
除
以
外
の
諸
控
除
が
認
め
ら
れ

①
給
与
所
得
者
（
給
与
支
払
ま
せ
ん
。

者
が
提
出
す
る
給
与
支
払
報
市
で
は
二
月
の
中
ご
ろ
か
ら

告
害
に
記
載
さ
れ
た
者
）
で
末
ご
ろ
ま
で
に
申
告
害
を
み
な

前
年
中
に
給
与
以
外
の
所
得
さ
ん
の
お
手
も
と
に
配
布
し
ま

が
全
然
な
か
っ
た
人
、
た
だ
す
か
ら
記
入
の
う
え
三
月
二
十

し
医
療
費
や
雑
損
の
控
除
を
日
ま
で
に
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ

以
上
市
民
税
に
つ
い
て
そ
の

概
要
を
述
べ
て
き
ま
し
た
が
合

０
０
０

せ
て
納
め
て
い
た
だ
く
県
民
税

に
つ
い
て
は
、
均
等
割
は
百
円

で
変
り
な
く
、
所
得
割
の
計
算

方
法
は
課
税
所
得
金
額
（
Ｃ

ま
で
は
、
市
民
税
と
変
り
あ
り

ま
せ
ん
が
税
率
と
税
額
控
除
の

額
が
市
民
税
と
変
り
あ
り
ま
せ

ん
が
税
率
と
税
額
控
除
の
額
が

市
民
税
と
ち
が
い
ま
す
。
し
か

し
こ
の
税
率
と
税
額
控
除
は
ま

だ
法
津
が
最
終
的
に
決
ま
っ
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
が
決

ま
っ
て
か
ら
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

い
・
な
お
記
入
の
方
法
等
に
つ
い

て
は
説
明
会
を
開
く
計
画
で
す

が
、
そ
の
日
時
、
場
所
等
は
お

っ
て
、
申
告
書
配
布
の
と
き
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

改
正
に
つ
い
て
く
わ
し
い
こ

と
は
市
役
所
税
務
課
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

（
税
務
課
）

事
業
税
住
民
税
も

申
告
の
義
務

個
人
の
事
業
税
も
住
民
税
も

昭
和
三
十
七
年
度
か
ら
申
告
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
申
告

期
日
は
同
じ
く
三
月
二
十
日
ま

で
で
す
。
提
出
し
な
い
と
各
種

の
特
典
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
期
日
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て

下
さ
い
。

Ｂ
申
告
書
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人

前
年
中
の
所
得
が
訓
万
円
以

上
の
事
業
所
得
、
又
は
不
動
産

所
得
を
和
す
る
人
で
一
般
に
事

業
と
い
わ
な
い
自
由
事
業
等
も

含
ま
れ
ま
す
。

目
主
な
改
正
内
容

１
、
事
業
主
控
除
”
万
円

２
、
事
業
専
従
者
控
除

青
色
申
告
者
８
万
円

白
色
申
告
者
５
万
円

３
、
損
失
の
繰
越
控
除

４
、
被
災
、
た
な
仰
資
産
の

損
失
の
紳
越

５
、
雑
扱
控
除

国
改
正
税
法
説
明
会
の

開
催

二
月
二
十
Ｈ
午
価
十
一
時
よ
り

市
役
所
大
会
議
室
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
す
の
で
必
ず
出
席
し
て

く
だ
さ
し
・

く
わ
し
い
こ
と
は
高
萩
県
税

事
務
所
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

（
高
萩
県
税
事
務
所
）

句1戸
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生
別
母
子
家
庭
に

児
童
扶
養
手
当
支
給

こ
と
し
の
一
月
一
日
か
ら
夫

と
別
れ
て
児
童
を
育
て
な
が
ら

生
活
と
た
た
か
っ
て
い
る
母
子

家
庭
や
、
孤
児
を
育
て
て
い
る

家
庭
に
、
児
童
養
育
費
の
一
助

と
し
て
「
児
童
扶
養
手
当
」
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ

の
受
付
け
を
十
二
月
は
じ
め
か

ら
福
祉
事
務
所
国
民
年
金
係
で

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
請
求

書
を
出
さ
な
い
で
い
る
と
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
な
い

で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
当
を
支
給
さ
れ
る
人
、
手

当
額
、
手
続
き
な
ど
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

手
当
を
受
け
ら
れ

る
人

次
の
八
つ
の
条
件
に
あ
て
は

ま
る
義
務
教
育
修
了
前
の
児
童

（
一
五
才
に
達
し
た
日
の
属
す

る
学
年
末
日
以
前
の
児
童
、
・
お

よ
び
引
き
続
き
中
学
校
ま
た
は

盲
学
校
、
ろ
う
学
校
、
養
護
学

校
の
中
学
に
在
学
す
る
と
き
は

そ
の
在
校
す
る
児
童
）
を
養
育

し
て
い
る
母
と
、
母
が
い
な
い

た
め
に
祖
父
母
、
兄
弟
、
お
じ

お
ば
な
ど
が
養
育
し
て
い
る
場

合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

￥子

用
心

掘
鎧
懸
蕊
擬
瀦
鏡
鵜

１
、
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し

た
児
童

２
、
父
が
死
亡
し
た
児
童

（
父
が
死
亡
し
た
後
母
子

福
祉
年
金
か
公
的
年
金
を

受
け
る
児
童
を
除
き
ま

す
。
）

３
、
父
が
廃
疾
の
児
童

４
、
父
が
一
年
以
上
生
死
不

明
の
児
童

５
、
父
が
一
年
以
上
遺
栞
し

て
い
る
児
童

６
、
父
が
法
令
で
一
年
以
上

こ
う
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

７
、
父
の
認
知
の
な
い
児
童

８
、
捨
て
子
を
育
て
て
い
る

人支
給
の
制
限

母
や
養
育
者
、
あ
る
い
は
児

童
が
母
子
福
祉
年
金
、
厚
生
年

溌裟
…

1

認

咄
呈

Ｕ
▲

金
、
遺
族
補
償
な
ど
を
受
け
ら

れ
る
場
合
、
ま
た
、
母
や
養
育

者
か
前
年
一
ヵ
年
の
う
ち
に
一

三
万
円
（
児
童
一
人
に
つ
き
三

万
円
を
加
算
）
以
上
の
所
得
が

あ
っ
た
場
合
、
児
童
扶
養
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
手
当
額

児
童
扶
養
手
当
の
金
額
、
児

童
一
人
に
つ
き
月
八
○
○
円
、

二
人
の
場
合
は
一
、
二
○
○
円

三
人
以
上
の
場
合
は
一
人
に
つ

き
二
○
○
門
ず
つ
加
算
さ
れ
ま

す
。

手
当
を
受
け
る
方
法

初
式
を
行
い
ま
し
た
寒
風
肌
を

さ
す
駅
前
で
‐
正
を
堂
を
と
し

唾蕊I篭
晴
天
に
め
ぐ
ま

れ
た
一
月
八
日
高

萩
駅
前
で
消
防
出

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

退
賑
団
員
に
感
謝
状

手
当
は
、
県
か
ら
児
養

受
給
証
書
を
も
ら
っ
て
、
一
月

五
月
、
九
月
に
郵
便
局
か
ら
ま

と
め
て
受
け
と
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
昭
和
三
十
七
年
に
限

っ
て
、
三
月
、
五
月
、
九
月
に

受
け
と
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

手
続
き

手
続
き
は
市
役
所
内
福
祉
事

務
所
年
金
係
に
い
け
ば
、
認
定

請
求
書
と
所
得
状
況
届
の
二
通

の
書
類
、
そ
れ
に
必
要
な
添
付

書
類
や
証
明
書
な
ど
に
つ
い
て

教
え
て
く
れ
ま
す
。

な
お
、
該
当
し
そ
う
な
か
た

は
、
福
祉
事
務
所
年
金
係
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
（
国
民
年
金
係
）

て
分
列
行
進
溝
は
じ
め
機
械
点

検
お
よ
び
操
法
、
そ
し
て
放
水

試
験
な
ど
、
敏
捷
か
つ
練
達
技

術
を
披
露
し
、
お
お
い
に
消
防

精
神
の
意
気
を
揚
げ
、
私
た
ち

の
生
命
と
、
財
産
を
守
る
に
ふ

さ
わ
し
い
消
防
出
初
式
で
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
日
退
転
団
員
に
感
謝
状

が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

矛
一
分
団
員
北
村
舅
太
郎

″
羽
石
徳
次

″
石
定
義

″
石
田
秀
実

″
鈴
木
孝
一

矛
二
分
団
長
大
高
徳
次

オ
ニ
分
団
部
長
松
本
正
男

オ
ニ
分
団
員
鈴
木
保
範

’

矛
三
分
団
部
長
落
合
政
雄

矛
三
分
団
員
山
野
辺
文
三

″
小
峰
威
光

矛
二
分
団
部
長
小
野
獺
敏
美

矛
三
分
団
員
神
永
三
郎

矛
三
分
団
部
長
下
山
田
昌
可

矛
四
分
団
班
長
鈴
木
平
太

矛
三
分
団
班
長
下
山
閉
守
司

″
坂
本
昌
義

矛
四
分
団
部
長
鈴
木
元
治

矛
四
分
団
班
長
根
本
伸
政

矛
四
分
団
員
佐
藤
満
雄

″
松
田
広

″
今
川
満
男

矛
五
分
団
班
長
小
野
正
一

″
朝
日
奈
秋
夫

″
鈴
本
光
一

矛
五
分
団
員
大
森
新
一
郎

″
作
山
一
広

才
六
分
団
部
長
広
木
重
栄

矛
二
分
団
員
吉
田
滝
蔵

矛
四
分
団
員
佐
藤
昭
夫

″
下
山
田
敬
造

成人式に若人の晴姿
1月15日高萩高講堂で

一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
で

し
た
、
高
校
体
育
館
に
お
い
て

男
三
二
○
名
、
女
二
六
七
名
と

共
に
盛
大
に
「
成
人
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
高
萩
中
吹
奏
楽

団
、
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
市

民
合
唱
団
の
応
援
演
奏
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
さ
ら
に
市

長
さ
ん
、
鈴
木
県
議
等
の
有
意

義
な
お
こ
と
ば
を
受
け
そ
し
て

成
人
代
表
者
の
坂
ノ
上
隆
司
君

の
「
今
日
オ
ニ
の
人
生
へ
歩
み

を
進
め
ん
と
す
る
…
・
・
・
今
日
か

ら
成
人
と
し
て
の
権
利
や
義
務

を
い
た
だ
き
ま
し
た
…
、
》
．
・
過
去

二
十
年
の
家
庭
、
学
校
、
社
会

に
お
い
て
学
び
得
た
教
訓
を
基

に
意
義
あ
る
人
生
に
迩
進
す
る

．
…
：
。
」
と
い
う
若
き
力
あ
ふ

れ
る
自
覚
と
決
意
を
も
っ
た
答

辞
を
最
後
に
盛
会
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

受ける若人たち市長の祝辞を

q17．
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・
・
・
・
・
・
一
月
二
十
一
日
市
長
公
室
に
お
い
て
、
市
選
特
と
…
：
．

・
・
…
・
市
教
委
、
市
青
年
会
、
並
び
に
県
選
管
の
共
催
の
．
：
：
．

．
…
・
・
も
と
に
今
年
新
た
に
有
権
者
と
な
っ
た
方
が
た
と
。
：
…

…
…
す
で
に
有
権
者
で
あ
る
青
年
と
の
話
し
あ
い
が
行
．
：
．
．

…
・
・
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
み
：
。
…

…
…
な
さ
ん
の
参
考
に
寄
与
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
：
．
…
…

ら
私
達
も
国
政
に
市
政
に
参

選
挙
の
実
態
は
ど

加
で
き
る
よ
う
に
な
り
希
望

の
よ
う
に

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
し

青
年
．
：
・
・
教
育
委
員
が
ま
だ
選
か
し
そ
の
一
票
を
投
じ
た
あ

挙
で
選
ば
れ
た
こ
ろ
、
私
達
と
の
つ
な
が
り
、
候
補
者
と

は
市
政
に
私
達
の
仲
間
を
そ
有
権
者
と
の
結
び
つ
き
が
現

の
代
表
に
送
り
ま
し
た
、
そ
在
の
と
こ
ろ
な
い
よ
う
に
思

の
選
挙
運
動
を
行
っ
た
体
験
わ
れ
ま
す
。
実
際
、
選
挙
制

か
ら
申
し
ま
す
と
、
ま
ず
公
度
に
つ
い
て
は
学
校
で
そ
の

明
選
挙
は
、
縁
故
関
係
、
情
仕
組
に
つ
い
て
は
学
び
ま
し

実
関
係
か
ら
く
ず
れ
て
い
る
た
が
そ
の
仕
組
が
ど
の
よ
う

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
に
運
営
さ
れ
、
現
わ
れ
・
て
く

そ
の
時
の
一
番
み
に
く
い
と
る
い
か
、
は
っ
き
り
解
ら
な

思
っ
た
の
は
私
達
の
父
母
位
い
の
で
こ
れ
か
ら
勉
強
し
て

の
方
の
仕
方
で
し
た
。
自
主
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

性
が
な
く
、
頼
ま
れ
れ
ば
義

公
明
選
挙
は
社
会

理
や
人
怖
で
投
票
し
て
い
る

環
境
の
改
善
か
ら

の
で
す
。
例
え
ば
酒
を
飲
ま

し
て
く
れ
る
候
補
者
、
就
転
青
年
…
…
公
明
選
挙
を
は
ば
む

そ
の
他
転
務
上
で
恩
義
を
う
も
の
は
や
は
り
前
に
も
ふ
れ

け
て
い
る
候
補
者
と
か
、
こ
た
よ
う
に
義
理
と
人
情
で
は

の
人
を
議
会
に
送
っ
て
お
な
い
で
し
ょ
う
か
、
そ
こ
に

、
、
、
、
、
ｂ
、
℃

け
ば
「
個
人
的
な
利
益
が
あ
買
収
と
饗
応
の
温
床
が
で
き

、る
」
と
い
う
考
え
が
心
の
中
そ
の
中
か
ら
叉
買
収
と
撫
応

に
根
強
く
残
っ
て
い
る
よ
う
か
ら
の
義
理
が
生
れ
て
く
る

に
思
わ
れ
ま
し
た
。
の
で
す
。

有
権
者
と
な
っ
て
：
…
こ
れ
か
事
窪
挙
は
義
理
を
果
す
機
、
ゞ

と
か
、
「
恩
を
返
す
機
会
」

そ
し
て
又
「
儲
け
る
機
会
」

と
い
う
悪
い
考
え
方
を
も
っ

て
い
る
人
が
少
く
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
の
関
係

を
打
ち
破
る
た
め
に
は
社
会

環
境
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

そ
の
た
め
に
は
個
人
の
自
覚

が
必
要
で
す
。
買
収
、
饗
応

等
の
き
た
な
い
選
挙
の
手
は

い
ろ
い
ろ
と
手
を
か
え
し
な

を
か
え
て
巧
妙
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
巧
妙
な
ア
ミ

を
破
る
た
め
に
は
「
話
し
あ

い
学
習
」
と
か
社
会
教
育
に

よ
る
方
法
が
一
番
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

司
会
者
．
：
；
・
い
ろ
い
ろ
改
善
し

た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
こ

れ
は
一
人
の
力
で
は
ど
う
に

も
な
り
ま
せ
ん
。
志
を
同
じ

く
す
る
者
が
、
二
人
三
人
と

増
加
し
て
み
ん
な
が
そ
の
よ

う
な
考
え
に
な
る
こ
と
で
す

そ
の
た
め
に
は
自
分
の
思
う

こ
と
が
自
由
に
発
言
で
き
よ

う
な
ふ
ん
い
き
、
家
内
で
も

部
落
で
も
快
よ
く
話
せ
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
が
先
決
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

選
挙
に
対
す
る
心

が
ま
え

青
年
…
…
こ
れ
か
ら
選
挙
を
す

る
場
合
の
二
つ
の
考
え
方
を

述
べ
て
み
ま
す
。

一
つ
は
国
、
県
の
選
挙
の
場

合
は
、
身
近
か
な
人
や
、
地

元
の
人
を
選
ぶ
こ
と
も
大
切

で
は
あ
る
が
そ
れ
以
前
に
ま

づ
政
党
を
、
そ
れ
か
ら
人
を

よ
く
考
え
て
判
断
す
る
こ
と

が
大
切
で
な
い
か
と
思
い
ま

す
叉
市
町
村
の
躍
挙
に
つ
い

て
は
身
近
か
な
人
で
信
頼
で

き
る
人
を
選
ぶ
方
法
も
あ
り

ま
す
が
。

青
年
・
‐
：
・
・
こ
れ
か
ら
社
会
人
と

な
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
矛
盾
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ま

わ
り
が
そ
う
だ
か
ら
仕
方
が

な
い
と
い
っ
た
安
易
な
考
え

で
、
そ
の
中
に
と
け
こ
ま
な

い
よ
う
心
柵
え
が
大
切
で
す

新
有
権
者
：
…
・
誘
惑
に
ま
け
な

い
た
め
に
こ
れ
か
ら
は
選
挙

ば
か
り
で
な
く
何
事
に
も
正

…蕊J 蕊fJJ
Ⅲ
』
靭
鍬
側
瀦

Ｌ
く
理
解
し
、
正
し
い
判
断

実
行
力
を
つ
け
て
ゆ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

司
会
者
…
…
今
、
発
言
の
あ
っ

た
物
事
を
正
く
理
解
し
判
断

し
、
正
し
く
発
言
し
行
動
す

る
た
め
の
学
習
が
今
わ
た
く

し
た
ち
の
市
で
も
選
管
、
教

委
各
社
会
教
育
団
体
が
相
協

力
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
「
話
し
あ
い
」
学
習

の
目
的
で
す
。
一
種
の
人
間

改
造
で
す
。

青
年
の
み
な
さ
ん
は
戦
後
の

民
主
主
義
の
中
で
新
し
い
教

育
を
受
け
世
の
中
の
悪
い
慣

習
に
そ
ま
る
こ
と
な
く
市
政

に
、
国
政
、
県
政
に
寄
与
さ

れ
ん
こ
と
大
い
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

薙
蒋
悪
崖

灘
蕊
鍵
灘
識
鱗
各
転
場
で

撫
舞
燃
鋸
識
態

餓

強

“

馨

唯

鵠

韓

眼

蒋

韓

唖

露

駕

篭

潔

滞
」
：
；
設
の
た
め

繩
需
、
雑
恥
薄
騨
、
患
●
薙
換
総
鰯
舜
蕊
添
蕊

蕊
需
濡
蕊
翻
察
騨
癖
錘
×
×

（
写
真
は

市
長
公
室

に
お
け
る

座
談
会
）

▽
固
定
資
産
課
税
台
帖
の
縦

覧
三
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

の
間
、
市
役
所
税
務
課
で
台
帖

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
土
地
家

屋
の
所
有
者
は
期
間
内
に
閲
覧

願
い
ま
す
。

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間

（
二
月
十
六
’
三
月
十
五
日
）

市
内
一
周
駅
伝
終

る
／
、

二
月
四
日
二
十
七
チ
ー
ム
参

加
の
も
と
に
才
一
○
回
市
内
一

周
駅
伝
大
会
は
三
位
ま
で
大
会

新
と
い
う
輝
し
い
記
録
を
の
こ

し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
こ
の
大
会
開
始
以
来
連

続
十
回
出
場
の
青
年
チ
ー
ム
に

は
記
念
品
を
そ
え
て
表
彰
球
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

△
一
般
高
校

一
位
高
萩
Ｏ
Ｂ
偲
分
釦
秒

二
位
南
組
青
年
鮪
分
蝿
秒

三
位
高
萩
高
Ａ
碗
分
２
秒

△
中
学
の
部

一
位
高
萩
中
Ａ
砺
分
砺
秒

二
位
秋
山
中
Ａ
節
分
羽
秒

三
位
高
萩
中
Ｂ
研
分
錦
秒

今月の納税は

驍鼈鴇4期
納期は2月28日主でてすから

お忘れなく”･…”･…
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